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木谷自治協議会・産廃処理施設反対実行委員会は 6 月の市議会に、「東広島市圏域内におけ

る民間企業等による管理型最終処分場建設の自粛を求める請願」を提出しました。法律では、こ

れらの施設設置の許認可者は広島県となっています。民間業者から提出された設置申請書類に

不備が無ければ、広島県は認可します。例えば江田島の汚染土処理施設建設についても、4 万７

千人分の署名を県に提出しながらも、県は許可を出しました。 

現在東広島市・竹原市・大崎上島町は、「最終処分量ゼロシステム」の最新の技術を取り入れ

た素晴らしい施設を三永地区に建設中です。東広島市議会はこのような先進的な政策等を議決し、

行政はその実現に向けて取り組んでいます。ところが、民間業者は管理型最終処分場を建設し、

圏域外から産業廃棄物の搬入・埋め立てができます。東広島市議会には私たちの請願の重みを

深く受け止め、自粛を求める何らかの対策を講じるよう議決し、市行政の在り方を問うことを切望

します。 

 

第 40号 （隔月発行） 

令和元（2019）年 8月 1日 

産廃処分場反対の請願を市議会に提出 
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午後からの地域運動会には、午前中頑張った児童

もそれぞれの地区の色の鉢巻きを締めて参加。初

めに全員が準備体操の「いきいき体操ひがしひろし

ま」で体をほぐしました。 

準備体操の後は、地区ごとのチームカラーの大きな

ボールを頭上に掲げ、落さないように運ぶ「大玉運

び」。大きなボールが勢い余って列の最後尾を超え

落下して転がるシーンも見うけられました。 

「綱引き」はガチンコ勝負。チームの全員が心を一つ

にし、力を合わせて一斉に綱を引くとあら不思議、ズ

ルズルと勝利を引き寄せました。 

足元の玉を拾っては投げ、拾っては投げる参加者。

しかし長い竿の先にある籠の中へはなかなか入りま

せん。「玉入れ」はほぼ運任せの競技？ 

平成２７年（２０１５年）、東広島市の「市民協働のまちづくり活動応援補助事業」に採用されて始まった地域運

動会。以後、木谷小学校の理解と協力を得ながら地域の行事としてすっかり定着しました。早朝から小学校

の運動会を観る地域の人も増え、小学校を身近に感じることができる行事の一つとなっています。 

小学校の運動会で４・５・６年生が演じる組体操

「我がふるさと 木谷」。全員で“安芸津の海” 、“カ

キ筏”、“大芝大橋”、“ホボロ島”など木谷から見え

る景色を表現しました。 

昼休みの時間を利用して５・６年生が蛟龍太鼓を披

露。第１３代となる新編成の「絆龍（はんりゅう）」は、新

学期が始まって１か月あまりとは思えない見事なバチ

さばきでした。 
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5/18 保育所の運動会で交流。「台風をまきおこせ！」 

元気パワーでは大人に負けない園児たち。種目名

さながらに台風の目のように園庭を走り回ってい

ました。        ＜木谷地区社協 蛟龍＞                    

6/2 災害に備え、地域ぐるみで土のうづくり。 

昨年７月の豪雨の際は利用者が多く、土のうが

不足しました。このたびは梅雨入りを前に、消

防団員１５名を含む８４名が参加し、１時間ほ

どで１,４００袋を作りました。 

            

                          

6/13 保育所園児とカレークッキング 

慣れない手つきでニンジンなどを切る園児。こ

の後できたカレーを一緒に食べ、ゲームや歌な

どで交流しました。 ＜木谷地区社協 蛟龍＞ 

            

                          6/26 「わくわく木谷」で串だんご作り 

木谷小４・５・６年生が赤崎産のジャガイモを

使っておやつを作る「わくわく木谷」。今年は“ポ

テト串だんご”で、タレも自分たちで作りまし

た。出来上がっただんごは全児童と教職員で賞

味。今回は NHK の取材があり、子供たちが楽

しく作ったり食べたりする様子が夜のニュース

の中で放送されました。＜木谷地区社協 蛟龍＞ 

            

                          

7/2 木谷小５年生の「ホボロ島学習」を支援 

増田典生さんと長尾准司さんのご協力により、

船で鼻繰島とホボロ島に渡り、古本敦子さんと

岡田和樹さんから島の地質の違いや周辺の海に

棲む多様な生物の生態について教わりました。 
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順位 校区名 合計得点

1 中黒瀬 134

2 八本松 132

3 板城 124

・・ ・・ ・・

14 風早 87

24 木谷 58

31 三津 35             

 

 

 

 

 

 

 

木谷の人口（住民基本台帳） 世帯数 人口（男女計） 男 女 

令和元年 6月末現在 695 1578 768 810 

平成 30年 6月末との比較 －4 －42 －14 －28 

 

教教育育文文化化部部会会 

次世代部会 18月 11日（日） カニカニ観察会  ＜木谷はっけん野あそび会＞ 

福祉生活部会 9月 08日（日） 福寿の会（敬老事業） ＜福寿の会実行委員会＞ 

体育振興部会 9月 22日（日） 東広島市民スポーツ大会（球技の部） ＜木谷体友会＞ 

 

編集：木谷自治協議会事務局 広報担当 

 

 

5/24 「初夏の夜 ホタルと出会う 夜のおさんぽ」 

昨年の豪雨による環境の変化が心配されまし

たが、例年以上にホタルと出会えました。子供

やその保護者など３０名余りが参加。＜木谷地

区公衆衛生推進委員会・下之谷集落協定組合＞ 

            

                          

6/9 きれいなまちづくりキャンペーン 

子供を含む１９７名が参加。通学路や水路に捨

てられていた空き缶やビニール袋などを拾い

ながら木谷小学校に集まりました。 

＜東広島市・木谷地区公衆衛生推進委員会＞ 

            

                          

6/2 東広島市民スポーツ大会・陸上の部に参加 

第３１回東広島市民スポーツ大会・陸上の部がアクアパーク体育館メインアリーナで開催され、小学

校区ごとに編成した３６チームが参加し、４種目で得点を争いました。      ＜木谷体友会＞ 

            

                          

7/7 赤崎海岸清掃活動 

昨年は西日本豪雨による災害発生直後で中止と

なったこの活動、今年は関係者２４名が参加し

て行われました。海岸沿いに漂着したごみや流

木を集めて回り、長いものは軽トラックで運び

やすいサイズに切断しました。 

＜木谷自治協・木谷地区公衆衛生推進委員会＞ 

            

                          

＜２０１９年９月までの各部会の主な活動予定 ＞ 

 

実施種目は 

・大玉ころがし（写真

左：東広島市ホーム

ぺージから転載） 

・ストラックアウト 

・玉入れ 

・みんなでジャンプ 

みんなでジャンプ  

 


